
愛着障害児における 

感情処理関連領域の白質線維変容を解明 
 

福井大学子どものこころの発達研究センターの友田明美教授らの研究グループは、反応性愛着障害

（RAD）の児童は定型発達児よりも脳梁体部や投射・視床経路の白質の異方性比率（FA）が増加し、  

更に放射拡散計数（RD）が減少している（図 1、図 2 の赤丸の部分）ことを明らかにしました。これは脳梁

体部や投射・視床経路の白質線維の結合性が RAD の児童で高まっていることを示唆しています。脳梁

体部、投射・視床経路は感情の調整・抑制に関わっていると考えられていることから、幼少期に受けた 

マルトリートメント経験により、RAD ではこれらの領域が非定型に発達したと考えられます。本研究は、

診断や評価に資する客観的なバイオマーカーが未確立である RAD の脳内メカニズムの理解や治療・ 

支援法の開発に貢献すると考えられます。本研究の成果は、2020 年 6月に科学雑誌 Psychiatry 

Research: Neuroimaging に 掲載されました。  
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図 1．RADで FAが増加していた領域 図 2．RADで RDが減少していた領域 


